
 

家庭・地域の役割 
○家族団らんの食事や調理体験などを通じて親子のコミュニケーションの
活性化を図る。 

○町民一人一人が食生活を見直し、健康づくりに努める。 
○生産者等との積極的な交流を通じて産地の取組への理解を深めることに

より、地場産物への愛着や安心感を深め、食育・地産地消に努める。 

◇ 関係者の役割 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 計画終了時の数値目標 

項 目
現状

年度

目標

年度

食

育

の

推

進 

朝食を食べていない人の割合 
小学生 ８.９％  ０.０％  
中学生 ７.０％  ０.０％  
高校生 ８.４％  ０.０％  

食育の言葉も意味も知っている（食の

大切さを感じ、食に感謝する心を持

つ）人の割合 

小学生 １９.５％  ５０.０％  
中学生 ２１.６％  ５０.０％  
高校生 ３１.０％  ５０.０％  

食育に関心がある人の割合（成人） ８０.３％  ９０.０％ 
地域の産物を使って料理をしたり、郷土料理を作ったりしている

人の割合（成人） ５３.３％  ７０.０％  

食生活指針の言葉も内容も知っている人の割合（成人） １２.８％  ３０.０％  
食事バランスガイドの言葉も内容も知っている人の割合（成人） ２０.５％  ４０.０％  
生活習慣病に気を付けて食事をしている人の割合（成人） ４６.７％  ６０.０％  

地

産

地

消

の

推

進 

地産地消の言葉も意味も知っている人の

割合 

小学生 ８５.８％  １００.０％  
中学生 ７９.８％  １００.０％  
高校生 ７５.７％  １００.０％  

地産地消を意識して食材を購入する人の割合（成人） ６５.３％  ７５.０％  
学校給食における地場産物の利用割合※１（重量ベース） １４.６％  １７.０％  
調理や保存に気を付けて食品の無駄や廃棄を減らすようにして

いる人の割合（成人） ９１.８％  ９５.０％  

※ 対象品目は町内で生産されている農林水産物とします。 
注 成人の目標値については、町民全体の目標値として設定しています。

学校等・教育関係者の役割 
○子どもの成長に合わせた食育を推進し、
健全な食習慣の形成に努める。 

○農林水産業体験や調理実習等、さまざま
食体験の提供を図る。 

○町の食文化の継承や町内産農林水産物へ
の理解促進を図る。 

○給食等への地産地消の促進に努める。 

農林水産業者の役割 
○体験活動等を通じて子どもたちや保護者
を対象に「食」と「農林水産業」につい
て考える機会を提供し、自然の恩恵と生
産活動の重要性についての理解促進を図
る。 

○安全・安心な農林水産物の生産・供給に
努める。 

 

食品関連事業者等の役割 
○町内産農林水産物を使った
食品や伝統料理などの開
発・販売に努める。 

○積極的な食育・地産地消の推
進に努める。 

 
 

行政の役割 
○食育・地産地消推進計画に基づき関係機関との連携
を図り、重点施策等を推進する。 

○食育・地産地消の町民への浸透を図る。 
○町民や関係団体等が行う食育・地産地消推進のため
の取組に対する支援に努める。 

○食の安全・安心に関する情報提供に努める。 
○町内産農林水産物の情報提供に努める。 

 

 

屋久島町食育・地産地消推進計画（概要版） 
（ 第２次 ） 

 
～ 平成 年度からの５か年計画 ～

 
（収穫体験：一湊小学校） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

私たちが心身の健康を維持し、生涯にわたって

生き生きと暮らすためには、何よりも「食」が重

要です。

「食」に関わる全ての人が一体となって地域に

おける食育と地産地消の取組を推進していくた

めに、「屋久島町食育・地産地消推進計画（第２

次）」を策定しました。

基本目標を実現するため、４つの推進施策を掲

げて全町的に食育・地産地消の推進に取り組むこ

ととします。 

 

山、海、里

暮らしと共にある

自然の恵みに感謝

守り育もう屋久島町の食

や

く

し

ま

基本目標



 

◇ 食育・地産地消をめぐる現状

１ 屋久島町の農産物・水産物 

     

たんかん ぽんかん    ﾊﾟｯｼｮﾝﾌﾙｰﾂ    マンゴー    じゃがいも 

    トビウオ     サバ（ゴマサバ） 

    

  

実えんどう      茶  ハマダイ チビキ メダイ(タルメ)  
 
２ 学校給食における地場産物使用状況（平成 年１月～ 月）

 地場産物活用メニュー：さばぶしめし 
資料：屋久島町学校給食センター 

 
３ 第１次食育推進計画の達成状況 

指 標 項 目 基準値
･ 年度

目標値
年度

実績値
年度

達成
状況

朝食を食べていない人（小学生） ２ ０％ ０ ０％ ８ ９％※１ ×

朝食を食べていない人（中学生） ２ ５％ ０ ０％ ７ ０％※２ ×

学校における食育についての学習・
料理教室等の実施

年１回 年３回以上 年３ ３回 〇

地場産物の学校給食への導入 ９ ６％ １０ ０％ １４ ６％※３ 〇

学校給食への郷土料理の導入回数 年３回 年６回以上 年１４回 〇

学校保護者との料理教室・試食会の
実施

年１回 年３回以上 年３ ２回 〇

資料：学校給食による調査及び平成 年度 食育・地産地消アンケートより 
※１･２ 小学６年生及び中学３年生を対象としたアンケート結果の数値です。 
※３ 対象品目は町内で生産されている農林水産物としています。 

（注）「達成状況」欄は、実績値が目標値を達成している場合に「〇」、目標の達成には至らなかったものの、

基準値と比較して数値が改善している場合に「△」、基準値と比較して数値が悪化している場合に「×」

としています。  
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◇ 基本目標の達成に向けた４つの施策 
 
１ 豊かな食文化と元気な農林水産業に根ざした食育の推進 

食事は、自然からの恩恵で成り立っており、安心・安全な食事には、数多くの人々が関わってい

ることなどを実感し、感謝の気持ちを持つことができるよう、また、日々の食事に郷土料理や伝統

料理などを取り入れ、子どもたちの食文化に対する理解や愛郷心の醸成を図るため、生産者や農林

水産業団体、学校等が連携し、様々な農林水産業の体験活動などの実践を通して食育・地産地消を

推進します。 

２ 家庭・地域・学校等における取組とライフステージに応じた食育の推進 
家庭は、食育推進の基本となる場所であり、地域のボランティア団体における活動や学校等にお

ける体験活動が、食育をより一層、充実させるものとなります。あらゆる世代において、正しい知

識や望ましい食習慣の理解と実践ができるように、家庭・地域・学校等がそれぞれの役割に応じて

取り組むとともに、過ごす年代に応じた「食育」の理解・実践の普及により食育・地産地消を推進

します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

３ 食生活の改善に向けた取組の推進 
すべての町民が心身ともに健康で生涯にわたって生き生きと過ごすことができるように、「健康寿

命」の延伸を目指して、規則正しい生活習慣や望ましい食習慣の普及啓発、さらには、妊娠期から

の健康の維持・増進の基盤づくりのための栄養指導とともに、食に関する知識と理解を深めるため

の情報提供に取組みます。

４ 地場産物の積極的な利用による地産地消の推進 
学校給食等における地場産物の使用や、「屋久島料理の宿」、「屋久島料理の店」、「屋久島農林水産

物の店」などとの連携による地場産物の利用促進を図るとともに、消費者が安心して購入できる食

材提供や環境と調和のとれた農業推進のため、各種認証制度の取得の推進、販売促進活動の支援を

図ります。 
 
 
 
 
 
  

◇ 食育とは･･･ 

生きる上での基本であって、知

育、徳育及び体育の基礎となるべき

ものであり、様々な経験を通じて

「食」に関する知識と「食」を選択

する力を習得し、健全な食生活を実

践することができる人間を育てる

ことです。 

◇ 地産地消（「地域生産、地域消費」の略語）とは･･･ 

地域で生産された農林水産物をその地域で消費することで

す。地域で生産された農林水産物を地域で消費しようとする

活動を通じて、農林水産業者と消費者を結びつける取組であ

り、これにより、消費者が生産者と「顔が見え、話ができる」

関係で地域の農林水産物・食品を購入する機会を提供すると

ともに、地域の農林水産業への理解促進や関連産業の活性化

を図ることです。 

屋久島町では、朝食月間を設けて食の推進を行います。 
 
 
 
 
 

１日の始まりは朝食からです。朝食をしっかり食べて元気に１日をスタートさせましょう。 

６月は「朝食月間」 
１日の生活リズムは朝ごはんから!! 


